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腹月室溶出細胞の腹腔内或いは静脈内移 入 に よ
り,健康モルモットに ｢ツ｣反応の陽転を招来
することが出来ると報告 した｡其の後 Stavits-

















敏反応の受身伝達に関す る もの で あ るが,
Cbaseの ｢ツ｣過敏性の受身伝達に関 す る発
表に先立って LandsteinerandChase(1940,
1942)12)は化学物質による遅延型反応 感 受 性
が,同じく感作動物の腹腔細胞或いはリンパ細



























2) 卵 白 アルブミン (EA)感 作 :Salvin
(1958)14)の方法に従って EA による家兎の微
弱感作を行った｡ 即 ち精 製 卵 白 アルブミン
(Merk社製)粉末 100γを 生理的 食塩水 (追
下生食水と略す)に溶解 し,これを静脈内或い
は皮内に1回注射 して動物を感作 した｡皮下感
作を行 う場合には EA IOOγを含む生食水 1ml
に,結核死菌 3mgを含む Freundのadjuvant
を加え, これを乳液として使用 した｡ 感作後




3) Picrylchloride (PCl) 感 作 :Raffel
(1948)15)の方法に模 して PClによる家兎の感
作を行った｡ 即ち PCl(東京化成社製) 5mg
或いは 10mgを, 結核菌体 wax分画 (Chou-
croun(1947)16)の方法によって教室の小 原が
H37Rv加熱死菌より精製)50mgを 菌 体 に代
えて作製 した Freundの adjuvant3mlに浮
湛させ,これを腹腔或いは皮下に1回注射 して
動物を感作 したo腹腔内感作の他の方 法 と し
て,wax分画 50mgを,5%に メタノールを
加えたクロロホルム液 1mlに溶解 し, これを




注射 した｡以上の感作処置終了後 5, 7,12日








4) 牛血清 (BS)或いは牛血清 アルブ ミ ン
(BSA)による感作 :Leskowitz& Waksman
(1960)17)の方法を使用して動物を BSA で 感
作 した｡即ち精製牛血清アルブミン (Difco社
製) 25mgを結核死菌 5mgを加えた Freund
の adjuvant0.4mlに浮誘字させ, これを動物の
背部皮下,大腿部筋肉内或いは足疏皮下に注射
した｡ 足j昧感作のためには, 抗原液 0.1ml宛
計 0.4mlを動物の前後4本の足の此 間皮 下 に
注射 した｡BSを使用する感作法は 全 く BSA
と同様に行った｡感作後上記 3者の場合と同様
に,0.1% の BS或いは BSA生食水溶液の皮






の蒸溜水を加えて 370C24時間抽出した 上 清
の,10倍稀釈液である｡
2) 結核感作家兎血清凝集素の測定 :凝窯価




3) BS或いは BSA 感作家兎血清の沈降抗
体価の測定 :村田の試験管を使用する沈降価の
測定は,結核感作血清と同様の手技で行い,た
だ反応抗原として 0.1% BSまたは BSAを使
用 した｡
4) BS或いは BSA 感作家兎血清の血球凝
集素の測定 :Boydenの方法による凝集素価の
測定法を行った｡即ち羊赤血球を AIsever氏
液中にて前処理 した後,pH7.2の 20,000倍 タ
ンニン酸液で10分間処理 し,この血球を 1%に
昭39.3




1) 局所性受身伝達 :感作後 2- 3週を経た
家兎の静脈血よりの血清を採取 し,これによる
皮膚遅延反応の局所性受身伝達の可 能 性 を,
Metaxasら (1948)5)の方法に準 じて 検 討 し
た｡即ち被検血清 0.2mlを 健康家兎 側腹部皮
内に注射 した後,24時間を経て同一局所に 0.1




















実 験 成 績
1) 結核死菌感作動物における ｢ツ｣反応の
経時的観察 :
従来教室でなされて来た多 くの実験 結 果 よ
り,死菌感作時の ｢ツ｣反応は,生菌感作に比
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32日を 経過 して 尚明らかな遅発 反応を示すも
の,また42日目に尚注射局所の浮腫として6時
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BSAadjuvant足庶感作における実験成績は
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家兎L注射 皮 内 反 応 (時間)
No･抗原 し 3 15 24 48 72





OT .(12×12) 0 0 0 0
0 0 0 00
OT ll lOxl0 20×2020×2015×15 0
BS A 0 O 25×2540×5010×10
OT !12×12 20×2020×2020×2010×10
BSA(10×10)25×3030×3050×5015×15
oT (10×10 7×7 0 0 0
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第 1表は足疏内 BSA 感作動物において,同
一動物に同時に行った BSA 皮膚反応と ｢ツ｣
反応とを比較した成績である｡表に明らかな様
に, ｢ツ｣による反応はむしろ梢々即時型に近








6) 遅延型 皮膚 反応とその血中抗体 との関
係 :
a)結核感作動物の皮膚反応と血中抗体の推
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集の両反応は相当強 く出現 し,皮膚反応の強い
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牌 細 胞 仮性淋巴節細胞
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図11 BSA感作遅延型反応感受性の局所性受身伝達実験









遅延型皮膚 反応を担う抗体の 抽出に 先立っ
て,本実験においては EA,PCl,BSまたはBSA
などを抗原とし,家兎に遅延型皮膚反応を惹起
させ, 相互に反応を 比較検討することを 試み
た ｡
従来 EAは即時型皮膚反応を起す抗原として





































































































2) Picrylchlorideを Freundの adjuvant
に加えて感作する方法では,家兎に強度の遅延
型皮膚過敏性を起すことが出来なかった｡
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